
金
滞
古
蹴
志
巻
十
五

。
藤
棚
之
藤

此
の
藤
は
、
従
前
は
藤
棚
白
山
枇
の
枇
前
に
あ
り
て
、
世
人
藤
棚
の

藤
と
呼
べ
り
。
堀
樗
庵
の
三
州
奇
談
に
、
犀
川
の
上
健
源
寺
と
い
ふ

寺
の
門
を
過
ぎ
て
向
う
に
藤
の
花
多
〈
喚
く
宮
あ
り
。
と
蛾
せ
た

り
。
三
州
脊
談
は
明
和
・
安
永
頃
の
筆
記
た
れ
ば
、
共
の
時
代
は
い

ま
だ
藤
棚
の
名
稀
も
た
か
り
し
ゅ
ゑ
に
、
藤
の
花
咲
く
宮
と
は
載
せ

た
る
怠
る
ぺ
し
。
後
に
は
名
に
聞
ね
た
る
藤
友
り
し
か
ど
、
明
治
十

八
年
の
水
害
に
か
h

り
、
今
は
藤
棚
の
遺
名
を
稽
す
る
の
み
。

。
川
よ
味
噌
識
跡

此
の
地
は
、
藤
棚
白
山
の
葱
枇
地
の
尻
地
に
し
て
、
世
人
川
上
の
味

噌
減
と
呼
ぺ
り
。
弘
化
年
中
に
川
南
町
城
戸
屋
六
兵
衛
な
る
者
の
褒

起
に

τ
、
犀
川
河
原
の
拾
地
を
ば
乞
請
け
、
愛
に
庫
離
を
建
築
し
て

味
噌
を
遺
り
貯
へ
け
り
。
此
の
味
噌
は
己
が
商
貨
の
み
に
非
4
1
0

往

昔
中
納
言
利
常
卿
の
時
、
金
津
味
噌
磁
町
民
軍
用
の
味
噌
競
争
建

τ、
味
噌
を
貯
へ
置
か
れ
し
ゅ
ゑ
に
、
町
名
に
も
呼
べ
り
と
い
ひ
僻

ふ
と
い
へ
ど
も
‘
共
の
庫
倉
早
〈
絶
え
て
侮
言
の
み
と
成
り
に
し
を

歎
息
し
、
愛
に
庫
倉
を
設
け
、
明
か
味
噌
の
貯
用
を
た
し
て
‘
高
一

非
常
の
事
あ
ら
ば
、
園
君
へ
奉
り
園
恩
の
寓
分
を
報
ぜ
ん
と
て
諮
り

金
津
古
康
志
巻
十
六

城
南
片
町
傍
符
町
筋

。
片

町

此
の
町
は
、
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
津
通
町
筋
町
割
付
に
、
片

町
二
町
三
十
三
間
三
尺
。
と
あ
り
て
、
奮
藩
中
は
本
町
廿
七
町
の
一
町

た
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
犀
川
横
流
し
、
此
の
地
漣
河
原
の
中
嶋
た

り
し
頃
は
漸
く
片
側
に
掛
作
り
し
て
商
底
を
た
し
た
り
。
故
に
片
町

の
町
名
起
り
た
り
と
。
按
宇
る
に
、
堂
後
屋
体
来
の
元
和
元
年
八
月

利
光
卿
の
印
替
に
、
片
町
ど
し
り
や
太
左
衛
門
と
載
せ
給
へ
り
。
元

和
以
前
よ
り
片
町
と
呼
び
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
亀
尾
記
に
、
片
町

は
い
に
し
へ
尾
坂
下
に
あ
り
て
、
共
の
頃
一
方
は
城
郭
に
て
、
南
側

の
み
町
家
あ
り
し
ゅ
ゑ
に
片
町
と
名
付
く
。
然
る
を
慶
長
七
年
に
今

の
片
町
の
地
へ
移
柑
押
し
、
奮
名
に
掠
り
て
片
町
と
呼
ぺ
り
と
記
載
す
。

按
宇
る
に
、
此
の
停
訟
は
週
間
・
な
る
べ
し
。
堂
後
屋
体
記
に
、
元
祖

三
郎
右
衛
門
能
州
字
削
津
よ
り
天
正
十
年
に
金
津
へ
出
で
、
按
遜
米

金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

五

込
み
け
る
が
、
果
し
て
第
永
六
年
六
月
米
利
竪
の
軍
艦
相
州
浦
賀
へ

来
着
し
、
開
港
事
件
初
め
て
起
り
、
諸
藩
へ
海
岸
防
禦
方
を
命
ぜ
ら

れ
、
吾
が
落
に
於
て
も
幕
命
に
依
り
て
、
加
越
能
=
一
州
の
海
岸
防
禦

の
手
蛍
あ
り
し
に
よ
り
、
翌
七
年
正
月
金
子
百
爾
を
務
侯
に
呈
上

し
、
且
寧
紐
の
骨
周
遊
り
込
み
置
き
た
る
味
噌
磁
の
貯
用
味
晴
を
.

悉
〈
献
納
致
し
度
皆
出
願
せ
り
。
依
り
て
潜
侯
よ
り
の
賞
血
管
に
預
り

た
り
。
城
戸
屋
六
兵
衛
は
其
の
頃
の
奇
特
人
に
て
、
卒
生
の
行
般
市

中
の
商
人
と
異
り
。
殊
に
憐
惑
を
専
ら
と
た
し
、
殺
生
を
感
み
、

持
魚
を
江
河
へ
放
ち
、
或
は
老
馬
老
牛
を
憐
み
、
江
州
路
へ
老
馬
老

牛
を
賢
り
、
彼
の
地
に
て
皮
を
剥
ぎ
取
る
よ
し
を
聞
き
、
牛
馬
は
人

に
仕
は
れ
一
生
勢
す
る
を
、
老
い
た
り
と

τ之
を
殺
し
皮
を
剥
ぐ
を

聞
く
に
忍
び
宇
と
、
彼
の
川
上
怠
る
味
噌
識
の
圏
内
に
厩
を
建
並

ぺ
‘
加
能
越
三
州
諸
郡
の
邑
民
へ
共
の
由
を
ぽ
懇
に
告
識
し
け
る
に
、

緒
郡
の
邑
民
も
六
兵
衛
が
慈
悲
心
に
感
服
し
、
共
の
意
に
随
ひ
、
遥

か
た
る
地
よ
り
牽
き
来
り
け
る
ゆ
ゑ
‘
愛
に
繰
ぎ
-
生
飼
殺
に
な
し

た
り
け
り
。

町
に
居
住
す
。
後
務
の
用
地
と
成
り
、
片
町
へ
錦
地
命
ぜ
ら
る
と
あ

り
。
さ
れ
ば
最
前
居
住
し
け
る
城
建
の
町
地
は
米
町
と
呼
び

τ
‘
そ

の
か
み
米
商
人
共
居
住
せ
し
地
に

τ
、
尾
坂
下
也
と
い
へ
り
。
亀
尾

記
は
此
の
僻
訟
を
ぽ
週
間
せ
し
も
の
也
と
聞
ゆ
。
楠
陛
躍
が
記
せ
し
小

橋
天
一
柳
紀
に
も
.
是
ま
で
川
原
た
り
し
所
へ
民
屋
を
移
し
、
共
の
後

地
に
は
寺
賂
を
移
し
給
ひ
、
寸
地
も
磁
ら
守
比
隣
建
て
つ
ら
な
り
し

か
ば
、
俗
呼
ん
で
川
原
町
と
い
ひ
、
民
家
の
片
議
に
立

τ
つ
w
h

き
た

る
所
を
片
町
た
E
呼
べ
り
云
々
。
と
あ
り
。
訟
も
ふ
に
、
片
町
は
今

い
ふ
片
原
町
の
意
に
て
、
本
名
は
河
原
町
た
り
と
の
鏡
、
さ
も
あ
る

ぺ
し
。

。
香
林
坊
橋

金
津
橋
梁
記
に
も
香
林
坊
橋
。
と
載
せ
た
り
。
楠
臨
継
が
記
せ
る
小
橋
天

一
脚
記
に
、
今
の
香
林
坊
橋
を
ぽ
小
橋
と
い
ひ
‘
一
名
を
道
安
橋
と
も

鋭
す
。
昔
は
犀
川
二
減
に
流
れ
て
‘
大
流
に
渡
せ
る
を
大
橋
と
い
ひ
.

小
流
に
懸
け
し
を
小
橋
と
鋭
す
。
然
る
を
寛
永
八
年
の
夏
、
府
下
火

災
以
後
城
下
の
町
街
を
改
め
給
ふ
時
、
犀
川
を
甫
北
の
岸
へ
一
一
流
に

蹴
し
、
小
流
は
卸
ち
惣
織
の
掘
っ
ピ
き
に
用
ひ
給
へ
り
。
叉
一
名
道

安
橋
と
稀
す
る
は
、
小
橋
天
紳
の
枇
備
選
安
の
橋
側
に
住
み
け
る
故




